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＃医学書院の新刊

　1959 年の初版から長きにわたり臨床現場で使われてきた信頼と実績の最新治
療年鑑。第 66 巻となる今版では見出し「帰してはいけない患者」を新たに追加
したほか、診断に関する記載やエビデンス情報も充実させた。薬剤師による「服
薬指導・薬剤情報」や、各種付録など便利な情報も満載！　マルチデバイスで閲
覧可能な電子版つき。

今日の治療指針 2024 年版［ポケット判］
私はこう治療している
福井次矢、高木 誠、小室一成＝総編集
定価17,050円／B6判・2,224 頁／医学書院／2024

　米国 Beers Criteria の日本版が、最新の医薬品情報を盛り込み改訂した。高
齢者への適切な薬剤処方の知識は、診療科を問わず必要不可欠である。プライマ
リ・ケア領域の医師・薬剤師を対象に、高齢者のコモンな内科疾患から、腎機能
低下時、メンタルヘルスまでカバー。医薬品使用時の重篤度と判定理由を示し、
代替薬の使用方法や、やむをえず使用する際の注意点など、診療場面で判断に悩
むポイントを厚く解説した。高齢患者の薬物療法をアップデートできる内容と
なっている。

これだけは気をつけたい！

高齢者への薬剤処方　第 2 版

今井博久＝編
定価 4,840円／B6判・432頁／医学書院／2024

　添付文書情報を整理した「薬剤便覧」に、専門医の「臨床解説（適応外使用など）」
を加えた全医療者必携の治療薬年鑑。後発医薬品や 2023 年収載の新薬を含む、
ほぼすべての医療用医薬品を収録している。公式サイトでの新薬情報の掲載、パ
ソコン・スマホ・タブレットで利用できる「Web 電子版」での薬価改定対応など、
書籍発行後の情報提供も充実。圧倒的な情報量が支持されている 1 冊。

治療薬マニュアル 2024
矢﨑義雄＝監修
北原光夫、上野文昭、越前宏俊＝編
定価5,610円／B6判・2,800 頁／医学書院／2024
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本欄で紹介した書籍は、読者アンケート（p.309）に
ご回答いただいた方に、抽選でプレゼントいたします。

　高齢者の増加と生産年齢人口の急減が進むなか、地域包括ケアシステムの深化
や、医療ニーズの高い要介護高齢者が在宅で生活できる医療提供体制の整備が求
められている。これまで在宅医療は主に診療所を中心として体制を構築する形で
進んできたが、近年は大規模な在宅専門のクリニックも増加している。今後の在
宅医療体制の整備において、かかりつけ医機能を担う病院がより積極的に役割を
果たしていくことが必要ではないかとの声も強い。病院が在宅医療を手がける場
合、地域開業医とのすみわけをどうするのか、病院が地域の在宅医療にどのよう
に関わっていくべきか、考えてみたい。

『病院』2024 年 2 月号（Vol.83 No.2）

在宅医療を巡る病院の経営戦略
太田圭洋＝企画
定価 3,300円／A4変判・88頁／医学書院／2024

　健康日本 21（21 世紀における国民健康づくり運動）は、国民が主体的に取り組
める新たな国民健康づくり対策として、厚生労働省が展開してきた。社会の変化
に合わせて 10 年ごとに見直し、健康課題の項目ごとに数値目標が設定されて進
められている。2013 年からの「第二次」は 2022 年度で終了し、その最終評価
報告書では、「A目標値に達した」と「B現時点で目標値に達していないが改善
傾向にある」が 28 項目（約 5 割）、「C変わらない」と「D悪化している」が
18 項目（約 3 割）となった。本特集では、各分野の評価を担当した委員に、各
分野別の「最終評価と今後の展望」をご執筆いただいた。最終評価の説明にとど
まらず、評価の意味・意義と課題が提示されている。

『公衆衛生』2024 年 2 月号（Vol.88 No.2）

健康日本 21の 20 年間の評価と次期プラン
安村誠司＝企画
定価2,750円／B5判・132頁／医学書院／2024

　在宅医療は、可能なかぎり住み慣れた地域で自分らしく療養することができる
ように、退院支援・日常の療養支援・急変時対応・在宅看取りなど多職種チーム
による包括的ケアを目標としている。緩和ケアや心不全患者のアドバンス・ケア・
プランニング、医薬協業、栄養管理、漢方、補助人工心臓装着患者の管理・移行
期医療など、さまざまな領域が関わる。本特集では、それぞれの領域のエキスパー
トが、大都市圏や地方都市など各地域における心不全再入院予防の取り組み、心
不全の在宅医療、心不全在宅管理におけるチーム医療、心不全在宅医療の可能性
と展望などについて執筆した。在宅医療に関わるすべての人の必読の 1 冊。

『循環器ジャーナル』2024 年 1 月号（Vol.72 No.1）

在宅時代の心不全チーム医療
多職種連携、ACP から漢方まで
岡田健一郎＝企画
定価 4,510円／A4変判・160頁／医学書院／2024
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